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This research aimed at using for search or grasp of the characteristic by constructing the database from the document 

about the architecture.The knowledge base was constructed from the dictionary using natural language processing 

technology, and the architecture database using the free description sentence by architects, such as the characteristic and the 

intention, was constructed.In order to raise the feature and the accuracy of search and extraction, accuracy is improved as 

compared with the conceptual base which newly built the Japanese dictionary and the architecture term dictionary. 

 

1. 研究背景・目的 

日常的に行われている情報収集の手法として「検索」

がある．しかし「検索」は作品名や設計者名などの直接

的な情報のみでしか情報を検出することができず，建築

物の持つ全体像などの抽象的な情報では必要としている

情報を検出することができない．さらに建築雑誌に掲載

されている画像や図面，設計者が記述した説明文書など

も掲載されているが，それを検索する有効なシステムは

未だ確立していない． 

 著者[1]らの研究では，自由記述された建築作品に関す

る文章に対し，自然言語処理技術を利用して建築作品の

検索の他に作品の特徴を抽出・類似性の把握が可能な建

築作品データベースを構築した．これは概念ベースを利

用した手法であり，概念ベース構築時の知識源として国

語辞書を用いている．しかし，国語辞書は収録されてい

る語数や表記内容などに違いがあり，それにより記述さ

れた文章を概念ベースで表記しきれていない可能性があ

ると考えられる． 

 そこで本研究では， 自由記述された建築に関する文章

と国語辞書から構築した概念ベース，広辞苑(第 6 版)[2]

とを照合することで，建築作品文書に対する概念ベース

の有効性を検証することを目的とする． 

 

2. 概念ベース 

2.1 概念ベース構築手法 

概念ベース構築フローをFig.1に示す．概念ベース構築

の手順として，まず辞書データから概念と属性を獲得す

る．その際に見出し語は概念，語義文はその概念の属性

となる．次に1次精錬で獲得した概念および属性を精錬し

縮小を図る．概念と属性から名詞・形容詞・動詞の各自

立語以外を除去する．更に再帰的観点から概念に存在し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ない属性を不要属性とし，属性種類数と概念数が同じに

なるまで除去作業を繰り返す．次に2次精錬として，再帰

的参照・逆引き参照を行うことで得られた新たな属性を

考慮した上で，重みづけの計算を行い，元の概念と線形

結合する．最後に概念ベースの中の頻出属性の重みを下

げるような係数を概念の属性それぞれの重みに加え，そ

れぞれの概念の重みを調整する． 

2.2 概念ベース構築結果 

作製された概念ベースは約7万語を収録する明鏡国語

辞典[3]を用い，属性抽出のための形態素解析には茶筅を

用いた．概念ベースの構築の結果として，概念数及び属

性種類数は4450語抽出された． 

 

3. 建築作品の文章比較 

3.1 対象文献 

 本研究では対象文献として新建築社『住宅特集』[4]に

おける2007年12月から2008年11月号までの1年分154

作品の住宅に関する解説文を用いることとする． 

 対象文献 154 作品の自由記述された文書を形態素解析

にかけ，自立語以外の品詞を削除する．文書に多く含ま

れる助詞や副詞などは，それ自体では意味をなさないた 
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Fig.2 The Collation Result of The House of Nakahara 

形態素解析 照合 

建築作品に関する文書 

…十字形の吹抜けによって２階

の平面を田の字型に分割し，中

庭も含めた４つの箱として独立さ

せた．すると，つながりという面で

は，箱の中の個室が吹抜けを介

し，共用部とは直接つながり，

個々は間接的に接するという理

想的な関係が生じた．伸びやか

さは，家中に展開するひと連なり

の吹抜けの見通しや奥行感と，

十字形の対角の位置… 

：一致語句 

：非一致語句 

文書中の頻出語句 

形態素 頻度
吹抜け 6
する 5
空間 5
広がり 4
居場所 4
伸びやか 4
中庭 3
気配 3
ある 3
十字形 3
箱 3
つながり 3

見出し語との一致語句 
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概念との一致語句 
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吹抜け 6
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十字形 3
箱 3
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広辞苑との一致語句 

形態素解析 

建築作品に関する文書 

…南側テラスに面したフルハイ

トの開口や北側キッチン上部の

ハイサイドライト，半屋外のテラ

スに面した大小さまざまな開口

を通して日常の風景が切り取ら

れ，室内に… 

(ハイ)/(サイド)/(ライト) 
 

 
意味: 頭上よりかなり高い 

    位置にある側窓から 

    斜め下方に入射す 

る光． 

Fig.3 The Morphological-Analysis Result of a Technical Term 

めである．次に文章中の頻出語句を文書特徴として抽出

する．最後に辞書データの見出し語と一致した語句と照

合をとり，同様に概念ベースの概念と文書の一致語句と

の照合をとる．Fig.2 に建築作品文書の形態素解析から見

出し語・概念を照合するまでの手順を示す． 

3.2 照合結果 

 154 作品と見出し語が一致した語句の総数は 18,912 語

概念が一致した語句の総数は 9,936 語であった．1 作品に

対する一致語句の平均数は，見出し語では約 122 個，概

念では約 64 個であった．この結果から，記述文章に対し

ての概念が見出し語に比べ，平均的に語句が半分に減少

していることが分かる．これは概念ベース作製時に、抽

出される語句が減少してしまうためと考えられる. 

 具体例として，「中原の家」を挙げる．Fig.2 において

見出し語と概念の，文章頻出語句との一致語句表を比較

する．記述文書と概念との一致語句は「空間」「気配」な

ど一般的な単語で語句数も少ないことから，一致する語

句が少ない.それに対し見出し語では「伸びやか」「中庭」

など，多くの語句が一致している．この結果は,概念ベー

ス構築の 1 次精錬段階で，自立語を削除する以外に属性

にない概念などを削除した為,語句数が減ってしまった

ことが原因であると考える. 

 また，Fig.2 における文章中の頻出語句の表から「吹抜

け」という語句が頻出語句の上位に位置していることが

分かる．実際に記述された文章を確認すると，この建築

作品が特徴的な十字形の吹抜けを設け，部屋を田の字に

分割した建物であることが記載されている．これらのこ

とから，「吹抜け」がこの作品の特徴的な語句であること

が挙げられる．Fig.2 の照合結果を見ると「吹抜け」とい

う語句は，見出し語と概念の一致語句としては抽出され

なかった．しかし，広辞苑と比較すると Fig.2 で示すよう

に一致語句として抽出することができた．このことから，

単一の辞書より編纂された概念ベースだけでは，特徴的

な語句が抽出できない場合があると考えられる．今回の

結果では，広辞苑では抽出することが可能であるため，

広辞苑の辞書データを追加することでより多くの語句を

特徴として抽出することが可能であると考えられる． 

 一方，Fig.3で示す対象文献中では「ハイサイドライト」

という建築の専門用語が使用されている．この語句は広

辞苑にも掲載されておらず,形態素解析を行うと「ハイ」

「サイド」「ライト」と分断されてしまう．このように１

語として特徴を表す語句が 3 つの別々の語句として扱わ

れてしまい，正しい特徴として抽出されていない．建築

の専門用語を扱う建築学用語辞典[5]には掲載されている

ことから，広辞苑だけでなく専門的な辞書を辞書データ

として追加することでより多くの特徴を抽出することが

可能と考えられる． 

 

4. まとめ 

 建築作品に関する文書から特徴を抽出する際に，その

作品のみに頻出する語句は重要な要素である.照合の結

果から現在の概念ベースでは抽出しきれない語句も，広

辞苑や建築学用語辞典では抽出できることが分かった．

このことから広辞苑や建築学用語辞典を有効に活用でき

る概念ベースを構築することにより，今まで抽出できな

かった特徴も抽出が可能と考えられる. 
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